
 

 

第１号議案 2024 年度事業報告 

定款に定める事業内容  

(1)作業療法の専門的知識および技能を通じて、北海道における医療および福祉の増進に寄与する

事業  

(2)作業療法に関する最新の学問的成果および先進技能を普及させ、また奨励振興する事業  

(3)作業療法士の教育機関の教育育成に協力し、もって作業療法士の資質向上に寄与する事業  

(4)作業療法に関する会誌等刊行物の発行に関する事業  

(5)作業療法の学会、研修会、講習会等の開催に関する事業  

(6)作業療法の調査研究に関する事業  

(7)内外の関連学術団体と連絡し協力する事業  

(8)作業療法士の社会的地位の向上に関する事業  

(9)その他法人の目的を達成するために必要と認める事業  

 

上記の事業内容を基に下記のとおり各部局が事業を行った。 

  

令和六年度は、新々５ヵ年行動計画の四年目、従来からの目標である「人を育て遺してゆく」、

「作業療法士不在地域ゼロ作戦」に加え、COVID-19 への対策として大きく舵を切り、大きな実績を

収めた令和四・五年度を踏襲し、さらなる充実と満足につながる事業を計画した。 

中でも、学術誌「PSOT：作業療法の実践と科学」の拡充や研修会の活発化、高校生向けの広報、そし

て認知症施策や「運転と地域移動推進」に予算を厚めに配分した。 

加えて、日本の協会においても北海道士会においても、covid19 以降の組織率低下が著しいことから、

広報部などをはじめ、近未来に向けた新しい作業療法士会の在り方を検討した。 

今後も、会員諸氏の理解と協力を心よりお願い申し上げる。 

【事務局】 

［総務部］ 

1.会議運営 

 定期総会：2024 年６月 8 日 

・定例理事会：年３回 

第１回 ４月 20 日、第２回 11 月 30 日、第３回 ３月 15 日 

 臨時理事会：年 6 回 

第１回（電磁的）4 月 8 日、第２回 5 月 29 日、第３回 7 月 13 日、第４回（電磁的）10 月 4 日、 

第５回（電磁的）10 月 22 日、第 6 回 1 月 10 日 

・常任理事会：年 2 回開催 

第１回 9 月 19 日、第 2 回 2 月 13 日 



 

 

 三役会：年 5 回開催 

第１回 4 月 17 日、第 2 回 7 月 13 日、第 3 回 11 月 30 日、第 4 回１月 10 日、第 5 回３月 13 日 

2. 会員基本データの保守・管理 

3. 定期刊行物の発送及び保管 

 士会ニュース（隔月発行）の発送：年６回（５月、７月、９月、11 月、１月、３月） 

4. 公文書接受・発行：渉外関係、道士会部局員等委嘱状 

5. 会員向けの Zoom アカウントの保守・貸出管理（2024 年度 18 回） 

6. 慶弔：祝電 24 件：養成校入学式・卒業式 各 12 件、弔電 2 件 

［財務部］ 

1. 2024 年度予算執行の管理 

2. 2024 年度中間決算 

3. 2024 年度収支決算書の作成 

4. 2025 年度予算案の作成 

5．会計事務所との打合せ 

【渉外部】 

1. 行政、他団体関連事業等への協力・提言 

2. 儀礼・新年交礼会出席 

3. 日本作業療法士協会・47 都道府県委員会との連携 

4. 他団体等への委員・講師派遣・後援協力 

5. 令和 7 年新年交礼会の開催：2025 年 1 月 10 日（金）18:30～20:30 札幌グランドホテル「玉葉」 

来賓出席 45 名 士会役員等出席 26 名 計 71 名、ご祝儀 38 万円  

6. 公共事業関連の情報収集等 

7. 北海道内の養成校において卒業生を対象とした日本作業療法士協会および北海道作業療法士会に関

する説明会の実施 

【学術部】 

[編集委員会] 

1. 2024 年度[作業療法の実践と科学]の企画・編集・発行 

1）電子版発刊：2 月末日（1 号）、5 月末日（2 号）、8 月末日（3 号）、11 月末日（4 号） 

2）冊子版：2025 年 2 月 第 6 巻発刊 3 月発送 

2. 投稿論文促進の取組み継続 

1）第 54 回学会優秀演題発表者、論文化推奨者へ投稿促進のお手紙を送付 

2）ニュース(毎号)に、投稿論文募集の案内、PSOT 掲載論文のタイトル等の掲載 

3）X に発刊のおしらせ、投稿募集を掲載（毎月第一月曜日に投稿） 



 

 

4）広報用チラシの作成と配布 

3. オープンアクセス誌へ移行に向けての作業 

 1）投稿規程の検討 

2）出版権設定契約書（LTP: License to publish）の作成 

4. 最優秀論文賞の選考審査 

1）2023 年最優秀論文賞の表彰（賞状、副賞授与） 

2）2024 年最優秀論文賞選考・決定 

[学術課] 

1. 学術研究助成金について 

1）2025 年度学術研究助成金の募集・選考審査：応募 3 件 

2. 自助具コンテストについて 

1）2024 年度自助具コンテストの募集・選考審査：応募 15 件 

 【教育部】 

研修会の開催や北海道作業療法士会認定会員研修施設を整備し、会員が研鑽できるようにした 

[養成教育課] 

１）研修 

・第 1 回講習会「新人研修会（会長講演・事例検討）」と、認知症研修会を対面にて開催 

・新人研修会を中枢神経疾患、運動器疾患、高齢期疾患、精神障害、発達障害の 5 分野 10 回ずつ

実施 

・各支部で研修会のニーズを調査し、根釧支部企画にて作業と徒手技術をコラボした研修会を実

施 

・年会費未納者や非会員の受講費一般扱いを徹底 

＜研修会の分類と回数＞ 

① 北海道作業療法士会主催研修会  １回 

② 新人研修会(中枢・運動器・高齢期・精神・発達/オンデマンド)  各分野 10 回 

③ 現職者共通研修会      ９回 

④ 現職者選択研修会      3 回 

⑤ MTDLP 基礎研修会     ２回 

⑥ MTDLP 事例検討会     9 回 

⑦ MTDLP 書き方研修会     １回 

⑧ 重点課題研修    2 回 

⑨ 支部企画  1 回 

  ⑨ 臨床実習指導者講習会      2 回             合計 80 回 

2）その他実施内容 



 

 

・ホームページの更新 

・道士会ニュース記事記載 

・事例登録の手続き管理 

・生涯教育基礎ポイントの管理 

・SIG 登録の手続き管理 

・MTDLP 相談窓口の運用 

[生涯教育課] 

・北海道作業療法士会認定会員研修施設の更新作業を継続 

その他：総合的な学習（探求）の時間内で専門職が行う教育コンテンツを作成し提供 

【調査部】 

1. 道内の高校等、会員外を対象としたアンケート調査：全道の高校教員を対象としたアンケートを

UTURU に同梱して 3 月末に発送 

2. OT 養成校の卒業生を対象とした UTURU に関するアンケート実施 

3. ホームページおよび X（旧ツイッター）のアクセスに関する解析 

・アジア学会の投稿に関して X のインプレッション数は増加 

・X→ホームページへの流入率は 1％で、流入後のホームページの平均滞在時間は数秒 

・tiktok→ホームページへの流入は増加傾向（2024 年度は 8 月～9 月に倍増） 

4. 講習会決済に関する解析（継続） 

・オンライン決済件数は 22 年度以降は横ばいで推移、オンライン決済率は緩やかな増加傾向 

5. 他部局からの調査依頼への対応（継続） 

・若手作業療法士の学会参加に関するアンケートの原案を作成 

・道士会の新人研修などでアンケートフォームを提示予定 

【広報部】 

1. 会員外向け情報発信、他部局との協業 

1）作業療法士志望者（これから OT を目指す人）の増加を促すため、UTURU17 号を編集発行(編

集 1 回、発送 2 回)。および SNS 広告（TikTok）広告（道内在住 13～17 歳のユーザーを対象）

を出稿 

2）小・中学生向けの啓発方法 OT を紹介できる媒体（動画含む）の情報収集継続 

3）OT マンガの使用拡大の検討、OT の仕事が伝わるコンテンツの検討では、事業部作成のセリフ

付き OT マンガをホームページに掲載 

4）既存媒体の管理、補充（リーフレット 5 種・ノベルティグッズはボールペンと色鉛筆を作

成）、日常的に使用可能な新グッズの継続検討 

2. 会員向け情報発信、支部広報部との協業 



 

 

1）道士会ニュース（奇数月）年 6 回の編集発行、Web データのホームページ掲載 

2）ニュース Web 化への取り組み継続：閲覧に繋がる告知方法、掲載情報の充実と最適化、制作委

託方法等を検討 

3）支部広報部との広報活動での協業：全体会議での情報共有と意見交換、道士会ニュースの共同

企画の継続、会員情報伝達を順調に行うための協力 

3. 会員内・外向け共通の情報発信と他部局との連携 

1）道士会公式 SNS の管理、運用：投稿、安全運用ガイドライン作成、ホームページへの流入解析

等 

2）ホームページの管理、運用：掲載・更新作業、一般向けを重視したリニューアル版の作成 

3）既存媒体の活用調査、効果的運用の検討 

4）刊行物に使用するデータの収集と更新：ニュース掲載賛助会員 PR 広告、養成校情報一覧も含

め 

4. 道士会事業（主に画像）データの保存管理、提供 

5. 広報関連ガイドラインや書式の管理、運用 

【事業部】 

1.公益的活動: 

1）いきいきウエルネスフェア 2024 への参画：10 月 13 日～20 日出展 

2）北海道医療技術者団体連絡会議主催（医技連）のパネル展：8 月 17 日出展 

2.啓発活動 

1）OT 紹介動画作成：漫画を音声・動画化し士会ホームページにアップロード：作成した動画

URL を、高校への施設見学受け入れ施設一覧配布に同梱 

2) 一般市民向け作業療法啓発リーフレット作成と活用：完成度の向上のため継続事業とした 

3）「作業療法の日」啓発：ノベルティ用のキャラクターデザインの作成 

3.研修事業（作業療法啓発・アドバンス研修） 

1） MSW・ケアマネ職能団体 3 職種研修会：令和 7 年 3 月 14 日（金）実施 

4. 支部連携強化 

1）支部事業部長との支部事業部間会議開催：2 月 20 日実施 

5．介護福祉機器対策課 

1）各モデル事業、協議会の進捗状況の集約を継続した 

【制度対策部】 

１．診療報酬情報の提供：診療報酬改定研修会開催以降の追加情報発信はなし 

２．診療報酬相談・福利相談への対応：相談、問い合わせともになし 

３．団体傷害保険の管理、運営：Chubb 損害保険株式会社による団体総合補償制度費用保険（WIZ）

にて 1,300 名で契約更新 

４．会員特典無料開放研修会の開催、情報提供： 令和６年 11 月 27 日（水）「メンタルヘルス」を



 

 

テーマとして開催し、会員５１名・学生８名の計５９名が参加 

５．みらいカフェ開催：若手の会員向けに道士会ニュース令和6年９月号において「横の繋がり」をテ

ーマに対談形式で開催 

６．新人ガイダンス・新人歓迎会実施：令和 6 年４月 20 日（土）に令和２年度以来の対面にての開催

をし、新人作業療法士４５名、先輩作業療法士２８名が参加。景品付きレクリエーションや支部

ごとの顔合わせ等、交流 

７．第 54 回学会での託児の設置：申し込み期間内の申し込み者なし 

８．学生への入会促進事業 

１）入会リーフレット・フライヤーの管理、作成と配布：地域で働くことに関するフライヤーを令

和 6 年 9 月、入会リーフレットを令和 7 年１月に配布 

２）道士会ニュース配布（２号）：令和 6 年９月号（みらいカフェ掲載号）、11 月号（会員メリッ

ト掲載号）配布 

３）ノベルティの配布：令和６年 12 月、道士会印字入り卓上カレンダー・ボールペンを配布 

４）接点作り・強化として座談会（通称学生版未来カフェ）、研修会、情報提供等の検討：在学中

から道士会への認知を高めることを目的に、養成校学生と道士会役員との座談会を企画し、令和6

年 11 月 21 日（水）に北海道医療大学学生 2 名、札幌医科大学学生 2 名を対象とし開催。座談会

の様子についてフライヤーを作成し、道内養成校学生へ配布。また学生にも会員特典無料開放研

修会を開放 

９．養成校・養成校連絡協議会との連携：学生への組織強化に関する印刷物やノベルティの配布、学

生数の調査等にご協力を頂く 

【地域部】 

［企画運営課］ 

1. 「地域支援事業に資する人材育成研修会」の企画運営 

1）地域支援事業に資する人材育成研修（ベーシック）：令和 6 年 12 月 16 日実施 参加者 OT5 名 

2. 地域の予防・健康づくりを目的とした保健活動を推進するための研修の企画運営 

1）「作業療法士の産業保健を考える」（ハイブリッド研修）：令和 7 年 2 月 1 日実施。参加者 30

名（現地 9 名、Web21 名） 

3. 認定市町村アドバイザー養成と登録推進：延べ登録者数 17 名 

4. 地域ケア会議同行研修事業管理運営：令和 6 年 11 月 21 日 道南支部 1 名参加 

5. OJT 研修会修了者の情報管理 

6. 「地域支援事業に資する人材育成研修会」受講者の情報管理 

7. 士会認定市町村アドバイザーの登録管理と事例報告の管理 

8. 道士会ニュースへの寄稿：9 月号 

［地域推進課］ 

１．士会受託市町村事業および士会受託地域ケア会議の把握(地域作業療法推進に関する企画書・報告

書の管理) 

２．OJT 研修会修了者の情報管理 



 

 

３．「地域ケア会議および介護予防・日常生活支援総合事業に関する作業療法士人材育成研修会」受

講者の情報管理及びその活用 

４．認定市町村アドバイザーの登録管理と事例報告の管理・活用 

５．地域作業療法推進のための普及活動 

1）道士会ニュースへの寄稿 5 月号、11 月号 

2）道士会ホームページに「地区長名簿」「市町村担当者名簿」「市町村アドバイザー認定者名簿」

の更新 

６．「地域包括ケアシステムにおける作業療法の推進に向けて実践者の調査事業」を年 2 回、会員向

けに実施 

７．その他、地域作業療法推進に関連する事業の情報管理 

 

［認知症施策推進課］ 

1．広報事業 

1）実践事例集の配布及び増刷：Ver1.0~Ver1.2 を新人に配布  Ver1.0 を 200 部,Ver1.1,1.2 を 100

部ずつ増刷 

2）道士会ニュースへの寄稿：7 月号、1 月号 

2．人材育成事業：認知症研修会：2024 年 9 月 14 日（土）9:00～13：00 

3．調査事業：認知症カフェ視察：2024 年 8 月 23 日（金）他 2 回  みなみカフェ in 厚別 

４．その他 

1）日本作業療法士協会主催「士会における認知症への取り組みを推進する担当者同士の情報交換

会」（2024 年 12 月 8 日）：プレゼンターとして参加 

 2）認知症の人と家族の会全国研修会実行委員会：2024 年 12 月 3 日（火）他 2 回 かでる 27 

［運転と地域移動推進課］ 

１．教育研修事業 

1)定例研修会の開催：2024 年 11 月 23 日 13:30～17:30、参加者 46 名 

2)第 54 回北海道作業療法学会学術大会ワークショップ：2024 年 6 月 22 日 

２．調査研究事業 

1)医療機関へのアンケート：結果を道士会ホームページへ掲載予定 

2)地域包括支援センターへのアンケート：結果を道士会ホームページへ掲載予定 

3)指定自動車教習所へのアンケート：結果を道士会ホームページへ掲載予定 

３．派遣事業：喜茂別町高齢者自動車運転教室への講師派遣 2 回 2024 年 7 月 22 日、10 月 31 日 

４．渉外関係：北海道指定教習所協会へのご挨拶 2024 年 10 月 3 日 

5．道士会ニュースへの寄稿に 3 月号 

【常設委員会】 

［総会議事運営委員会］ 



 

 

１．2024 年度 第 14 回定期総会開催・運営：6 月 8 日 北海道作業療法士会事務所において開催 

２．2025 年度 第 15 回定期総会開催準備 

［学会評議委員会］ 

1. 2024 年度 第 54 回学術大会（現地＋Web ハイブリッド開催とオンデマンド配信）の支援 

2. 2025 年度 第 55 回学術大会の支援 

3. 2026 年度 第 56 回学術大会の大会長候補の選出 

4. ｢学会運営手引き（マニュアル）」の継続的な見直し 

5. 2026 年度 第 54 回学術大会の参加者の動向調査（学会実行員会） 

 

［企画調整委員会］ 

1. 住宅改修ワーキンググループの運営：住宅改修だけでなく福祉用具なども事例収集に取り入れる

ことを検討中。引き続き、協力して頂ける施設を模索中 

2. 新５カ年計画への対応 

1）障害者総合支援法及び発達領域の関係法令（児童福祉法及び教育法）への提言 

2）特別支援教育等への作業療法士の参画推進：常設委員会を新設 

3.  特別支援教育ワーキンググループの運営の補佐：上記５ヵ年計画の「特別支援教育への作業療法士

の参画推進」に向けて、新たな常設委員を新設した。運営の委員も少ないため適宜協力中 

4. 理事会で決議された議案への対応：2024 年度は、大きな要請はなし。要請があった際には随時対

応 

［規約検討委員会］ 

1. 既存の規約・規程の整理 

2. 定款とその他規程のすり合わせ 

3. 新たに必要な規約の調査 

4. 謝金規程の見直し 

5．謝金規程改訂に関する道士会ニュース原稿作成 

6．定款施行規則の見直し：組織図の変更 

【特設委員会】 

［災害対策委員会］ 

１．道士会ニュースへの連載：174 号(7月発行)「能登半島地震の活動報告」・175 号(9月発行)「災害

チームとは～DoRAT、DWATについて、災害対策委員会の立場から～」・176号(11月発行)）平

時からの備え、災害対策委員会の役割等」・177 号(1 月号発行)「2024 年度災害発生を想定した訓

練・１カ月後の結果報告」 

２．第 54 回道作業療法学会学術大会 SIG（災害リハ）実施（6 月 22 日）：①災害支援マニュアルの紹



 

 

介（講師古郡恵氏 氏家記念こどもクリニック）、②能登半島地震活動報告（講師有泉涼太氏 定

山渓病院）参加者は 21 名  

３．令和 6 年度北海道災害福祉支援ネットワーク会議（令和 6 年 7 月 29 日）：久保理事参加 

４．北海道防災総合訓練参加：厚岸町（令和 6 年 8 月 4 日）北海道 JRAT として伊藤理事、札幌市(令

和７年１月２９日)北海道 JRAT として古郡委員長、小林委員、谷内綾香氏が参加 

5．日本作業療法士協会災害シュミレーション訓練の実施：令和６年９月２５日 回答率 23.5％(昨年

度 23.3％） 

６．アジア太平洋作業療法学会 precongress workshop「災害リハビリテーション」に北海道 JRAT とし

て、木賊理事が能登半島地震について、小林委員が北海道 JRAT について発表を行った。参加者

16 名。 

７．令和６年度「北海道災害派遣福祉チーム（DWAT）」研修への参加：チーム員研修２月４日、リ

ーダー研修３月７日 野田道南支部長、谷内氏（網走支部）が参加 

［特別支援教育対策委員会］ 

１．日本作業療法士協会 制度対策部と協力した現状調査：現状についてをアンケート形式でまとめ報  

告 

２．道内の特別支援教育参画に必要な評価方法や介入手段例の開発；所属事業所の活動等を通して、

OT の評価と関わり方について検討 

３．自治体からの支援要請に対する会員派遣：2024 年度に児童発達支援連盟より講師依頼を受け、1

名派遣 

【支部連絡協議会】 

1. 支部連絡協議会の開催：1 回 

2. 各支部の年度活動計画・報告、年度予算計上・決算報告及び活動状況の集約と調整 

3. 理事会と各支部の連絡調整 

4. 各部局・委員会と支部間の連絡調整 

5. 各部局が立案した事業の把握および連携 

6. 地域作業療法推進事業の把握および調整 

7. 生活行為向上マネジメント講習会の協力開催 

8.  地域部との連携 

9. 次世代の担い手事業における講師バンク、依頼の調整、実績・資料等の蓄積 

[札幌支部] 

1. 会員情報の集約（名簿の更新、個人アドレス登録）、支部財務管理 

2. 支部内会議（３回）、ブロック連絡会議 

3. 札幌支部ブロック内施設間連絡会・交流会の開催 

4. 広報誌の発行（年１回） 

5. 道士会主催支部企画講習会、現職者共通研修会、現職者選択研修の運営 

6. ミニさっぽろ・いきいき福祉フェア・医団協パネル展・さっぽろキッズインターンシップの参加、



 

 

ＯＴ啓発活動の企画運営 

7. 外部関係機関への会員派遣 

8. 地域作業療法推進事業：地域包括支援センターへの挨拶や意見交換会、支部内での市町村担当者会

議、札幌市介護予防自立支援事業への参画 

[石狩支部] 

1. 会員情報の集約、支部財務管理 

2. 支部役員会・懇親会（新人歓迎会）の同日開催（春・冬）、支部３役会議（秋）、支部内各部会議

の開催 

3. 広報誌の発行 3 回 

4. 道士会主催新人研修会高齢期領域の企画運営１回 

5. 千歳健康祭りへの参加 

6. 地域包括との意見交換会 

7. 石狩支部内交流会の企画運営 2 回 

8. 石狩支部内業務状況調査・公表 

9. 石狩地域リハビリテーション推進会議、外部関係機関への会員派遣 

10．地域作業療法推進事業：地域包括支援センター、市町村担当との連携（石狩支部ニュースの送

付）、地域ケア会議への参加、地域包括ケア会議専門部会参加、市町村の実態把握、市町村の新総

合事業に向けての協力、組織化 

[空知支部] 

1. 会員情報の集約（メーリングリストの作成管理）、支部財務管理 

2. 支部報告会、支部内会議の開催 

3. 広報誌の発行 1 回、役員用掲示板・連絡ツールの管理、支部交流会の開催 

4. 道士会主催支部企画講習会の企画運営１回、現職者共通研修の運営協力 

5. 外部関係機関への会員派遣 

6. 啓発活動の企画 岩見沢健康まつりへの参加 

7. 地域作業療法推進事業：地域包括支援センターへの挨拶や意見交換会、市町村の実態把握、各市町

村との連携、各市町村地域ケア会議参加 

[後志支部] 

1. 会員情報の集約、支部財務管理 

2. 支部報告会の開催（令和 7 年度よりオンラインにて再開） 

3. 支部内会議の開催 

4. 広報誌の発行３回（HP 上で発信、発信回数適宜） 

5. 道士会主催支部企画講習会の企画運営１回、現職者共通研修会の運営協力 

6. いきいき健康祭り（休止中）、地域イベント活動への参加（3 回参加済み） 

7. 後志地域リハビリテーション推進会議（休止中）、外部関係機関への派遣（認定審査会、脳卒中・

心筋梗塞部会への参加） 

8. 地域作業療法推進事業：地域包括支援センターへの挨拶や意見交換会、支部内での市町村担当者会



 

 

議、市町村の実態把握 

9. 広域に渉る会員との連携の模索：情報伝達方法⇒メーリス個人登録へ移行、それに伴うインフォメ

ーション，遠隔地域の役員選出等継続審議 

[日胆支部]  

1. 会員情報の集約、支部財務管理 

2. 地区報告会、支部内会議の開催 

3. 広報誌の発行（年 2 回） 

4. 道士会主催支部企画講習会の企画運営１回、現職者共通研修会の運営協力 

5. とまこまいキッズタウン 2024 への参加 

6. 西胆振地域リハビリテーション推進会議 

7. 地域作業療法推進事業：地域包括支援センターへの挨拶や意見交換会、支部内での市町村担当者会

議、市町村の実態把握 

[道南支部] 

1. 会員情報の集約、支部内メーリングリストの管理、支部財務管理 

2. 支部役員会２回、支部内各部会議の開催 

3. 広報誌の発行３回 

4. 道士会主催研修会の運営 

5. 蔦屋書店イベントの企画運営、NPO 祭りの参加（ポスター展示）、高校パンフレット配布 

6. 各病院・施設における地域支援事業の把握、会員間における医療・介護・保健・福祉ネットワーク

づくり 

7. 南渡島地域リハビリテーション推進会議、外部関係機関への派遣、各団体後援協力 

8. 地域作業療法推進事業：支部内での市町村担当者会議、市町村の実態把握、地域ケア会議参加（鹿

部町）、各市町村における介護予防事業への作業療法士派遣（HARP） 

[道北支部] 

1. 会員情報の集約（名簿作成、会員及び各部用 ML の作成・管理）、支部財務管理 

2. 支部報告会・支部内会議の開催 

3. 広報誌の発行６回、新人歓迎会・懇親会の開催（web 開催も含む） 

4. 道士会主催新人研修の運営（年 10 回） 

5. 旭川健康まつりへの参加、ＯＴの日啓発活動の企画運営、他地域イベント活動への参加 

6. 地域リハビリテーション推進会議、外部関係機関への派遣 

7. 地域作業療法推進事業：支部内での市町村担当者会議、市町村の実態把握、旭川市地域リハビリテ

ーション活動支援事業への参画（HARP へ依頼） 

[十勝支部] 

1. 会員情報の集約、支部財務管理 

2. 支部内会議、ブロック会議の開催 



 

 

3. 広報誌 3 回発行、新人歓迎会の開催 

4. 道士会主催新人研修会の運営 

5. 帯広市健康祭りへの参加 

6. 地域リハビリテーション推進会議、外部関係機関への派遣 

7. 地域作業療法推進事業への参画：地域ケア会議参加 各市町村における介護予防事業への OT 派遣

（HARP）、部内での市町村担当者会議、市町村の実態把握 

[根釧支部] 

1. 会員情報の集約、支部財務管理 

2. 支部報告会、支部内会議実施 

3. 広報誌の発行、新人歓迎会・交流会（対面）の開催  

4. 道士会主催現職者共通研修会、支部企画研修会の企画運営 

5. くしろ健康まつり、厚岸町障がい者（児）ふれあいフェスティバル、釧路湿原マラソン救護員ボラ

ンティア、作業療法啓発事業への参加 

6. 支部内小中高等学校への作業療法啓蒙活動の準備 

7. 外部関係機関への派遣 

8. 地域作業療法推進事業：地域包括支援センターへの挨拶や意見交換会、支部内での市町村担当者会

議、市町村の実態把握、地域ケア会議参加、市町村予防事業への指導・協力 

 [網走支部] 

1. 会員情報の集約（支部内の会員名簿の調査・管理）、支部財務管理 

2. 支部内における情報伝達の整備、メーリングリストの整備と構築、緊急災害時の連絡網の作成準備、

MTDLP の相談窓口の検討と配置 

3. 支部意見交換会、支部内会議の開催、支部役員および地区長（市町村担当）との連携会議 

4. 広報誌の発行 0 回、座談会開催の準備（令和７年４月開催予定） 

5. 道士会主催新人研修会の運営 2 回・支部企画講習会の開催の準備 

6. 支部事業部主催研修会の開催、健康まつりへの参加、OT 啓蒙活動による支部内の高校への進学出

前講座の開催についての調査と実施、小中学校における作業療法士の啓蒙活動の準備 

7. 外部関係機関への派遣 

8. 地域作業療法推進事業：支部内での市町村担当者会議、市町村の実態把握、地域ケア会議への参

加、介護予防事業へのＯＴ派遣 


